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2.論 文の主題 と方法(序 論)




























にかかわ っている傍論部分も指摘 しなが ら、両部分と結論部分との関係を整理している。
さらに、判決例から主要法理を析出する過程を客観化するために、主要判決内容に小見
出しを付 して掲記 し、その後に当該判決が定立 している法理を整理要約 し、それを 〔判決
構造〕として提示 している。
最後に、第3の 分析 目的を達成するため、判決における判決理由のみな らず傍論部分
にも先例機能を認めなが ら、抽象化操作を通 じて個別判決例か ら構成 した定型的な事実
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と決定内容および客観的な判決理由を 〔定型的仮説〕として提示 している。






















索と抽出の方法を説明 し、抽出 した90件 の判決例全体の時系列的な概観と分類および配列
の方法の説明を行なっている。












委員会(3章)、 教員(4章)そ れぞれの当事者別に分類 した判決例群は、各判決例の判示
























の聴衆」 としての立場 にあることか ら、担当教科目との関連性が無 く、学習過程を阻害す
る教員の教育活動を拒否する正当な権利を条理上肯認されている。かかる児童生徒の権利








行使の一環 として、必修教育内容の一部の履修を子どもに拒否 させ ることができるが、子


















































分析整理 して米国の教育課程統制権の分配構造の総体を提示 し、米国教育法学研究に寄与 し
たことは高 く評価 される。
よって、教育博士の学位を授与することを適当と認める。
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